
課題番号 34

件名
地域の支え合い体制づくり（生活支援体制整備事業）を構築するための具体

的な方策について

現状

・高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう地域で

の支え合いの体制を構築することを目的とし、地域コミュニティの仕組みづ

くり、専門職ネットワークの充実など、地域での自主的な活動が活発になる

中で、介護予防・地域づくりの専門的視点で地域をサポートする生活支援

コーディネーターを配置して、地域での支え合い体制の構築を進めている。

・市社会福祉協議会に委託して市内に４名の第２層生活支援コーディネー

ターを配置している。

・買い物支援など地域によっては新たな支え合いの体制ができているが、十

分な状況とは言えない。

何をどのような状態にし

たいか

現在、高齢者人口のピークを迎えていることから、介護予防も兼ねて、比較

的元気な高齢者（前期高齢者等）に地域の支え合い活動に参加していただ

き、ＮＰＯ、ボランティア、社会福祉法人、地域コミュニティ連絡協議会、

企業など多様な主体と連携して、日常生活圏域毎（各地域包括支援センター

毎）に地域の支え合い体制を構築したい。

提案者に求めるもの

10年後の後期高齢者人口のピークを見据え、日常生活の支援（例えば、見守

りや声掛け、買い物やゴミ出しのお手伝い等）をＮＰＯ、ボランティア、社

会福祉法人、地域コミュニティ連絡協議会、企業など多様な主体と連携し

て、地域住民と一緒に、高齢者の在宅生活を支援したいが、体制構築のため

の具体的な方策について提案してほしい。

これまで実施したこと

第２層生活支援コーディネーターが調整やつなぎ役などで活動を支援した例

・買い物支援サービス

・スマホサロン講座

・高齢者ふれあいサロン等の集いの場の創出や活動　等

提案募集期間 随時

関連リンク https://www.city.nagasaki.lg.jp/page/3752.html

予算化の可能性 今後（提案内容に応じて）検討

ジャンル ＃福祉・健康

その他

担当部署 地域包括ケアシステム推進室

提案募集シート


